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３．本会の健康経営の体制とあゆみ

　現在の健康経営推進体制は図１の通りです。
各職場の健康経営推進担当者をキーパーソンと
し、全従業員が一体となり、健康経営推進に取
り組んでいます。健康経営推進室は16名で構成
されており、主に健康保険組合と連携を取りな
がら、健康課題把握、健康経営施策の立案計画、
実施、評価と進めています。６年間のあゆみは
図 2の通りです。

４．取り組みの詳細

　健康経営宣言前及び宣言後６年間の取組み
を、第一期（2019年10月～2023年11月）、第二
期（2023年12月～2026年12月）に分け以下にご
紹介いたします。

１）第一期健康経営推進
　第一期は下記表１の通りそれぞれ実施いたし
ました。初年度は特に健康課題の分析や健康経
営推進体制も強化しながら各施策を実施しまし
た。
　実施した取り組みは、毎年11月に健康経営推
進室メンバーによりレビューしています。その
レビュー結果に基づき評価を行い翌年の計画を
練ります。レビュー結果及び評価、翌年の計画
は理事会においても報告共有検討され、翌年の
計画実施と進んでいきます。また、３年間の取
り組みを終えた2023年11月には、第一期健康経
営推進の取り組みをレビューし、第二期に向け
ての課題を検討しました。その結果、表２のよ
うな成果と課題が得られました。

２）第二期健康経営推進
　第一期のレビューより、従業員の健康増進に
おいて一定の効果が得られたとし、更なる健
康経営に向けて、第二期健康経営推進を下記の
通り進めることとなりました（表３）。健康増
進施策他、特に課題として挙げられたプレゼン
ティーイズム対策を強化することとしました。

管理栄養士、健康運動指導士、臨床心理士、臨
床検査技師、放射線技師などの多様な職種で構
成されています。本会の事務職は入職後、第一
種衛生管理者を取得し、渉外担当部門から結果
帳票を作成する部門までほぼ全員第一種衛生管
理者免許を取得しております。

２．本会の健康経営がめざすもの

　本会の健康経営が目指すもの及び健康経営宣
言は下記の通りとしています。

【東京都予防医学協会の健康経営が目指すもの】
「予防医学活動（健診検査および健康教育等
の健康づくり事業）を通じて人々の生涯健
康、健康寿命の延伸に寄与すること」が本会
の果たすべき使命です。そのためには、予防
医学の専門機関として、本会の職員一人ひと
りが予防医学活動の実践者であること、すな
わち高いヘルスリテラシーを持ち、心身共に
健やかな状態を維持していることが重要と
考えます。 また、予防医学活動の実践者で
あることは本会の事業そのものであること
から、職員の健康は事業の生産性向上にも寄
与すると考えています。
【東京都予防医学協会の健康経営宣言】
東京都予防医学協会は、「人々の健康を守り、
これを向上させ、福祉の増進に寄与 するこ
と」を目的に、予防医学を通じて、すべての
人々の生涯健康・健康寿命の延伸を目指し健
康づくり事業を展開しています。本会が、社
会に認められ、評価される組織であり続ける
ためには、品質、サービス及び顧客満足度の
向上はもちろん、 職員一人ひとりが心身とも
に健康でかつ健康知識や技術を積極的にお
客様に提供できる活力ある職場でなければ
なりません。わたしたちは、職員の健康を重
要な経営 資源ととらえ、東京都医業健康保
険組合と連携し、職員の健康保持増進に積極
的に取り組んでいくことにより、快適な職場
づくりを推進していくことを宣言します。
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　東京都予防医学協会（以下本会）は、2019年
10月８日に「健康経営宣言」 を行い、本会従業
員の健康増進に向け、健康経営に取り組んでい
ます。
　2020年５月及び2021年３月発刊の予防医学
ジャーナルにて、「健康増進支援機関が行う健
康経営の取り組み」を紹介させていただきまし
た。本稿では改めて、開始当初を含めた６年間
の取組みをご報告いたします。

１．東京都予防医学協会の紹介

　本会は、都民の保健の向上に寄与することを 
目的に1967年３月設立されました。生涯健康、 
健康寿命の延伸を理念に掲げ、行政諸機関、地
域の医療・保健機関の協力のもとに学校保健、
地域職域保健、母子保健などの集団検診、保健
相談、健康教育を実施しています。東京都新宿
区にあり、最寄りの市ケ谷駅から徒歩数分と、
大変交通の便が良い場所にあります。職員は約
330 名、事務職の他、医師、保健師、看護師、

■公益財団法人 東京都予防医学協会　健康支援センター
健康増進部長　保健師

加藤　京子

特　集
「健康増進支援機関の健康経営®６年間の取り組み」

「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です
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実施事項 実施事項の詳細 

１．現状分析と 

健康保険組合との連携強化 

医療保険者との連携及びコラボヘルス契約、スコアリングレポート分析 

健康診断集計結果及び問診項目分析、ストレスチェック結果分析 

各種安全衛生活動状況の把握、就業状況の把握 

２．健康課題の明確化 明らかになった健康課題 

各有所見率の上昇、良くない生活習慣を持つ者の割合の増加 

特定保健指導参加者数名、喫煙率 7.0％台、離職率 40％台、 

ストレスチェック受検者割合低、高ストレス者割合増加、健康リスク値悪化等 

３．重点施策の決定 （1）メンタルヘルス対策 （2）生活習慣病対策 

（3）喫煙者ゼロ     （4）女性の健康管理 

４．健康経営方針の決定 本会従業員の生涯にわたるヘルスリテラシーの向上、健康の保持増進、 

快適職場づくり等の健康経営に取り組むことにより、更なる活性化を目指す 

・長期目標 活き活きと働くヘルスリテラシーの高い従業員が増加する 

・短期目標 健康行動をとれる従業員が増加する 

・活動方針 全従業員が健康経営に主体となって取り組むことを目指す 

５．具体的な施策実施 （1） メンタルヘルス対策 

① 部署間コミュニケーション…ワールドカフェ、理事長のおごり自販機 

② 管理職教育と支援…職場環境改善セミナー、健康経営推進担当者会議 

（2） 生活習慣病対策 

「Fun Body Change」、「よぼう健康チャレンジ」、「スマートミール弁当」 

「年代別研修会」、「健康器具設置」、「スタンディングデスク体験」 

（3） 喫煙者ゼロ 

① 喫煙者支援…理事長全員面談、産業医面談、卒煙支援プログラム 

② 環境整備…出勤から退勤まで禁煙、ノンスモーカーメータ設置 

（4） 女性の健康推進 

女性の健康推進プロジェクトチームの発足、座談会形式のセミナーの実施 

成果 課題 

健康増進施策に 8～9 割の従業員が参加 健康増進施策に一定数参加が見られていない 

運動習慣有、睡眠で休養が取れている者の増加 食習慣で改善の見られていない項目有り 

喫煙者の減少 飲酒及び喫煙等の嗜好品に関する改善が目標値未達 

ヘルスリテラシー得点上昇 血圧・糖尿病・肝機能の有所見率改善が目標値未達 

肥満及び脂質の有所見率改善 半数以上の従業員がプレゼンティーイズム軽度以上 

残業時間の減少  

3 年目未満離職率の減少  

高ストレス者割合、健康リスク値の改善  

表１　第一期健康経営推進実施事項と実施事項の詳細

表２　第一期健康経営推進のレビュー結果　成果及び課題
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５．現在の状況

　現在も第二期健康経営推進計画が進行中で
す。2025年２月には、より一層の全従業員によ

さらに、女性の健康推進、高年齢労働者への教
育及び支援、職場環境の改善、育児・介護・仕
事の両立支援等、多様な従業員、多様な働き方
を支援する取り組みを開始しました。

図１　健康経営推進体制

図２　本会の健康経営　６年間のあゆみ
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あがったと感じる」、などの声が聞かれていま
す。今後も、従業員及び経営層の双方が対話を
進め、全従業員が心を一つにして健康経営を推
進していくことを考えています。
　今後の課題は、本会内においては、健康経営
の取組みをより一層周知することです。それは、
健康経営施策に参加しやすい環境づくり、ひい
てはヘルスリテラシーの向上につながると考え
ています。具体的には、現在推進しているDX
を最大活用し、従業員専用健康経営ポータルサ
イトを設置することや、従業員同士の自由な対

健康になる職場」、「働きごこちの良い職場」、「従
業員同士が感謝を伝え合う職場」、「従業員同士
がつながる職場」、「管理職同士が連携し助け合
う職場」、「経営と対話する職場」作りを進めて
います。

６．取り組んで良かった点と今後の課題

　健康経営に取り組んで良かったこととして、
従業員からは、「健康経営での取組みが行動変
容、健康意意識、きっかけ、継続となることを
期待」、「職員が健康に気づかい、過ごせるよう
にいろいろなチャレンジが
できて前向きになるので良
い」、「職員採用試験におい
て健康経営に賛同して応募
してくる受験者が増えた感
触がある。社会一般、特に
若手に浸透してきているこ
とを実感」、「健康経営を本
会の「強み」としてもっと
アピールしていく必要があ
ると思う」などの声が聞か
れています。
　一方、経営層からは、
「様々な施策を通じてコミュ
ニケーションの幅が広がっ
たと感じる」、「率直な意見
交換できる文化の醸成がで
きつつあるのではないか」、
「採用の現場で健康経営優良
法人について質問を受ける
ことが増えた、ブランド向
上につながっていると感じ
る」、「数値化することで客
観性をもって評価できるよ
うになった」、「見える化で
きた」、「組織としての一体
感が生まれた」、「健康経営
が事業と結びつきが強いこ
とから組織の社会的評価が

資料１　理事長配信のメッセージ
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の従業員一人ひとりが予防医学活動の実践者で
あることが不可欠であると考えるためです。
　また、この中では、「元気・快適・上機嫌」
に働ける職場づくりについても発信していま
す。この合言葉をキャッチコピーに、「自然と

る一体的な健康経営推進を目指し、「本会は健
康経営で予防医学の推進を目指しています」と
いう理事長メッセージを発信しました（資料
１）。本会の健康経営の目的にあるように、健
康経営は本会の事業との結びつきが強く、本会

実施事項 実施事項の詳細 

１．現状分析 第一期健康経営推進レビュー結果の共有及び課題分析 

２．健康課題の明確化 明らかになった健康課題 

健康増進施策へ参加できていない従業員が一定数有り 

女性の各有所見率の上昇、女性の良くない生活習慣を持つ者の割合の増加 

ヘルスリテラシー得点が目標値に未達 

喫煙率が 1.5％で目標値に未達 

プレゼンティーイズム状態者が半数以上 

３．重点施策の決定 （1）メンタルヘルス対策 （2）生活習慣病対策 

（3）喫煙者ゼロ     （4）女性の健康管理 

４．健康経営方針の決定 本会従業員の生涯にわたるヘルスリテラシーの向上、健康の保持増進、 

快適職場づくり等の健康経営に取り組むことにより、更なる活性化を目指す 

・長期目標 活き活きと働くヘルスリテラシーの高い従業員が増加する 

・短期目標 健康行動をとれる従業員が増加する 

・活動方針 全従業員が健康経営に主体となって取り組むことを目指す 

５．具体的な施策実施 （1） メンタルヘルス対策 ※新たに加わったものに下線 

① 部署間コミュニケーション…レクリエーション企画 

理事長のおごり自販機 

             全部署１on１面談 

② 管理職教育と支援…職場環境改善セミナー 

健康経営推進担当者会議 

         AED 講習会 

（2） 生活習慣病対策 

  「置き型社食の設置」、「クラブ活動推進」、「スマートプラチナプログラム」 

「Fun Body Change」、「よぼう健康チャレンジ」、「スマートミール弁当」 

「年代別研修会」、「健康器具設置」、「スタンディングデスク体験」 

（3） 喫煙者ゼロ 

① 喫煙者支援…オンライン卒煙支援プログラム 

② 環境整備…出勤から退勤まで禁煙、ノンスモーカーメータ設置 

（4） 女性の健康推進 

女性の健康推進プロジェクトチーム継続 ミニフェムテック展、指先美人プ

ロジェクト 

表３　第二期健康経営推進実施事項と実施事項の詳細



― 10 ―

予防医学ジャーナル　第543号令和 7年11月30日

７．本会の健康経営のゴール

　本会は人々の生涯健康・健康寿命の延伸をめ
ざし、赤ちゃんから各年代においてプロフェッ
ショナルな予防医学運動を行っています。自ら
が健康活動に取り組み、入職から退職まで生涯
にわたって健康を維持できるヘルスリテラシー
を向上させることで、予防医学事業の生産性を
高め、組織の活性化に貢献できるもの、そして
それは予防医学の推進へつながるものと考えて
います。

話をWeb上でも可能にする仕組み等を構築して
いくことを検討しています。また、対外的には、
本会の顧客や受診者、サプライヤーや地域住民
に健康経営の取組みを拡げていくことです。国
の推進する健康寿命延伸プランでは2040年に健
康寿命を75歳以上とすることを掲げており、そ
のために生涯現役社会の構築を目指すこと、そ
の具体的な手段の一つとして健康経営を推進す
ることを挙げています。本会がこれまでに培っ
てきた健康経営の知見と、実際に実践してきた
強みを余すことなく活かし、広く社会へ貢献し
ていきたいと考えています。


